
計 画 事 項 の 別 表



別表１ 森林の有する機能別の森林の所在及び面積

単位 面積：ha

区 分
機 能 別 面 積

水源かん養 山地災害防止 生活環境保全 保 健 文 化 木材等生産

総 数 22,024.45 17,268.65 588.42 10,044.93 10,624.51

由利本荘市 18,567.46 15,387.93 588.42 6,689.55 9,344.34

に か ほ 市 3,456.99 1,880.72 - 3,355.38 1,280.17

注 森林の有する機能別の森林の所在は、別紙森林の有する機能別の森林の所在のとおり。
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別紙

水源かん養機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 22,024.45

由利本荘市 1～18,21～27,29～46,50,52,58,71～73,1001～1075, 18,567.46

1077～1078,(小)3,(東)7,(東)9

に か ほ 市 60～70 3,456.99

山地災害防止機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 17,268.65

由利本荘市 1～3,9,12,24～25,31,33,35,36,51～59,71,72,1001～1075, 15,387.93

1077,1078

に か ほ 市 62～70 1,880.72

生活環境保全機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 588.42

由利本荘市 37～46,50～59 588.42

に か ほ 市 -

保健文化機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 10,044.93

由利本荘市 30～34,36～46,50～59,1012,1030,1031,1047,1056～1075, 6,689.55

(岩)13,(二)1,(矢)7～9,(鳥)10

に か ほ 市 62～70,(仁)4,(仁)6,(象)1,2,(象)4～6 3,355.38

－17－



木材等生産機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 10,624.51

由利本荘市 1～18,21～27,29～46,52,56,57,71～73,1001～1025, 9,344.34

1028～1075,1077,1078,(小)1,3, (石)1,2,4, (石)6～9,11,

(東)1,2,7,9,17,(岩)1,4,9～13, (二)1, (大)1, (由)8,11,

(矢)7～9,13, (鳥)5,7～11,13

に か ほ 市 60～69,(仁)1,2,4～6, (平)1,(象)1,2,4～6 1,280.17

注 １ 森林の区域(林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。

２ ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（岩）岩城町（現：由利本荘市） （矢）矢島町（現：由利本荘市）

（小）小友財産区 （由）由利町（現：由利本荘市）

（大）大内町（現：由利本荘市） （象）象潟町（現：にかほ市）

（鳥）鳥海町（現：由利本荘市） （仁）仁賀保町（現：にかほ市）

（東）東由利町（現：由利本荘市） （平）平沢財産区

（二）二古有隣会
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別表２ 計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等

単位 面積：ha

区 分 現 況 計画期末
参 考（現 況）

水 土 共 生 循 環

面 育成単層林 8,456 7,768 6,653 672 1,132

育成複層林 633 718 507 125 -

積 天 然 生 林 13,364 13,361 8,171 5,178 16

森林蓄積 m3/ha 146 163

林道整備率 ％ 45 50

注１ 育成単層林、育成複層林及び天然生林において実施される施業の内容については、以下

のとおり。

(1) 育成単層林においては、森林を構成する林木の一定のまとまりを一度に全部伐採し、人

為※１により単一の樹冠層を構成する森林として成立させ維持する施業(育成単層林施業)。

(2) 育成複層林においては、森林を構成する林木を択伐※２等により部分的に伐採し、人為に

より複数の樹冠層※３を構成する森林（施業の関係上一時的に単層林となる森林を含む｡）

として成立させ維持する施業（育成複層林施業）。

(3) 天然生林においては、主として天然力を活用することにより成立させ維持する施業（天

然生林施業）。この施業には、国土の保全、自然環境の保全、種の保存等のための禁伐等

を含む。

２ 現況については、平成21年３月31日現在の数値である。また、「水土」は水土保全林、

「共生」は森林と人との共生林、「循環」は資源の循環利用林を指す。

※1 「人為」とは、植栽、更新補助（天然下種更新のための地表かきおこし、刈払い等）、

芽かき、下刈り、除伐、間伐等の保育等の作業を総称したもの。

※2 「択伐」とは、森林内の成熟木を数年～数十年ごとに計画的に繰り返し伐採（抜き伐

り）すること。

※3 「複数の樹冠層」は､樹齢や樹種の違いから林木の高さが異なることにより生じるもの。
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別表３ 伐採立木材積

単位 材積：1,000m３

総 数 主 伐 間 伐
区 分

総 数 針葉樹 広葉樹 総 数 針葉樹 広葉樹 総 数 針葉樹 広葉樹

総 数 544 542 2 229 226 2 315 315 0

別表４ 人工造林及び天然更新別の造林面積

単位 面積：ha

区 分 人工造林 天然更新

総 数 176 170
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別表５ 公益的機能別施業森林の区域

（１）水土保全林の区域

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 15,879.35

由利本荘市 1～18,21～27,29～36,41～46,50,57～59,71～73,1001～1062, 14,029.33

1067～1070,1074,1075,1077,1078,(小)3,(東)7～9

に か ほ 市 60～70, 1,850.02

注 １ 森林の区域（林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。

２ ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（小）小友財産区

（東）東由利町（現：由利本荘市）

（２）森林と人との共生林の区域

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 6,605.76

由利本荘市 30～34,36～40,50～57,1011,1012,1030,1031,1047, 5,016.45

1057～1075

に か ほ 市 62～70 1,589.31

注 森林の区域（林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。
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別表６ 開設又は拡張すべき林道の種類別及び箇所別の数量等

単位 延長：km 面積：ha 材積：m3

開 設 利 用 区 域

改 良 種 類 位 置 路 線 名 延 長 面 積 材 積 備 考

別 （市町村) 針葉樹 広葉樹

開 設 自動車道 由利本荘市 福の俣 1.4 70 30,812 2,516

黒森山 2.1 94 39,049 6,432

水無 2.0 45 18,363 22,444

上玉田川 2.2 112 96,325 22,967

今井川 0.9 50 15,735 4,051

木境 2.5 28 33,220 30,053

稲子沢 0.9 1 13,293 2,483

羽広 0.8 7 13,293 2,483

臼ケ沢 0.7 29 65,867 8,201

針水沢 1.1 9 12,125 5,312

大谷地 3.3 92 46,038 20,987

上杉沢 0.8 5 15,565 11,375

田麦山田 1.6 25 24,758 22,630

合 計 １３路線 20.3
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別表７ 樹根及び表土の保全その他林地の保全に特に留意すべき森林の地区

単位 面積：ha
森 林 の 所 在

面 積 留意すべき事項 備 考
市 町 村 地 区（林班）
総 数 22200.04 １ 保安林等については、指定

由利本荘市 1～18,21～27,29～46, 18741.66 の目的の達成に必要な施業を

51～59,71～73, 行う。

1001～1075,1077,1078, ２ 立木の伐採に当たっては、

(小)3, 山地災害防止機能等に支障を

に か ほ 市 60～70, 3458.38 及ぼすことのないよう留意す

る。土地の形質変更は極力行

わない。やむを得ず行う場合

は、必要最小限の規模とし、

土砂の流出の防止等の施設を

設けるなど林地の保全に十分

留意するものとする。

注 ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（小）小友財産区
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別表８ 保安林として管理すべき森林の種類別面積等

8～1 保安林として管理すべき森林の種類別の計画期末面積

単位 面積：ha

保安林の種類 面 積 備 考

保安林総数（実面積） 22,003

水源かん養のための保安林 21,146

災害防備のための保安林 1,641

保健、風致の保存等のための保安林 3,459

注 総数欄は、２以上の目的を達成するために指定される保安林があるた

め、水源かん養のための保安林等の内訳の合計に一致しない。

8～2 計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の

所在及び面積等

該当なし

8～3 計画期間内において指定施業要件の整備を相当とする森林の面積

該当なし

別表９ 治山事業の数量

単位 地区

森 林 の 所 在 治山事業
主な工種 備 考

市町村 区 域 施工地区数

由利本荘市 10,11,14,17,24,34,55,57,58,59,7 ２９ 山腹工

1,1002～1006,1008,1011,1012,101 渓間工

3,1016,1034,1038,1042,1046,104 消波工

9,1070,1077,1078 本数調整伐

に か ほ 市 65,66,67,68,70 ５ 山腹工

渓間工

保安林管理道

本数調整伐

合 計 ３４
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別表10 法令により施業について制限を受けている森林の施業方法

単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

水かん 由利本荘市 3～18,21～25,29～36,72,73, 17,701.44 別紙１の 土 流 78.05

1001～1075,1077,1078,(小)3 とおり 干 害 154.34

なだれ 8.22

保 健 2538.06

砂 指 52.8

定特１ 162.88

定特２ 1,920.02

定特３ 3,464.57

県環特 88.16

鳥保特 221.36

史 跡 18.36

にかほ市 60～70, 3,444.07 土 流 734.97

保 健 446.07

砂 指 41.93

定特１ 20.16

定特２ 1,089.50

定特３ 2,114.86

史 跡 26.11

小計 21,145.51

土 流 由利本荘市 1005,1006,1016,1039,1040 94.43 水かん 78.05

にかほ市 69,70 734.97 水かん 734.97

砂 指 3.44

定特２ 682.54

定特３ 52.43

小計 829.40

飛 砂 由利本荘市 51～59 396.66 保 健 270.64

干 害 由利本荘市 26,27,37～46,52,1013 415.43 水かん 154.34

保 健 4.09

風致地 2.59

なだれ 由利本荘市 1040 8.22 水かん 8.22
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単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考（重複制限

市 町 村 区 域 （林 班） 林）

保 健 由利本荘市 51～59,1059,1062～1073 2,995.82 別紙１の 水かん 2,538.06

とおり 飛 砂 270.64

干 害 4.09

定特１ 143.01

定特２ 1,734.37

定特３ 843.71

鳥保特 221.36

風致地 0.80

にかほ市 67,68 446.07 水かん 446.07

砂 指 34.35

定特３ 446.07

史 跡 26.11

小計 3,441.89

計 26,237.11

砂 指 由利本荘市 33,1003,1004,1007,1008, 98.48 別紙３の 水かん 52.8

1011,1012,1014～1016, とおり 定特３ 4.75

1024,1025,1028～1033,

1043～1046,1062,

にかほ市 67～70, 41.93 水かん 41.93

土 流 3.44

保 健 34.35

定特２ 0.95

定特３ 40.98

計 140.41

定特１ 由利本荘市 1047,1061,1064,1073 164.28 別紙２の 水かん 162.88

とおり 保 健 143.01

鳥保特 95.84

史 跡 5.11

にかほ市 66 20.16 水かん 20.16

小計 184.44

定特２ 由利本荘市 1047,1059～1073,(矢)7 2089.22 水かん 1,920.02

保 健 1,734.37

鳥保特 125.52
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単位 面積：ha

種 類
森林の所在

面積 施業方法
備考

市町村 区域（林班） （重複制限林）

定特２ にかほ市 65～70 1089.5 別紙２の 水かん 1,089.5

とおり 土 流 682.54

砂 指 0.95

小計 3,178.72

定特３ 由利本荘市 1047,1056～1072,1074,1075 3,594.02 水かん 3,464.57

(矢)7～9,(鳥)10 保 健 843.71

砂 指 4.75

史 跡 13.18

にかほ市 62～68,70,(象)1,2,4～6, 2,251.61 水かん 2,114.86

(仁)4,6 土 流 52.43

保 健 446.07

砂 指 40.98

史 跡 26.11

小計 5,845.63

計 9,208.79

県環特 由利本荘市 1030,1031 88.16 水かん 88.16

計 88.16

鳥保特 由利本荘市 1073 221.36 別紙３の 水かん 221.36

とおり 保 健 221.36

定特１ 95.84

定特２ 125.52

計 221.36

史 跡 由利本荘市 36,1047,1061,1074 18.36 水かん 18.36

定特１ 5.11

定特３ 13.18

にかほ市 68 26.11 水かん 26.11

保 健 26.11

定特３ 26.11

計 44.47

風致地 由利本荘市 38,50,52 2.89 干 害 2.59

保 健 0.8

計 2.89

合計 35,943.19
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注１ 種類及び備考欄の重複制限林の略称は、以下のとおり。

水かん＝水源かん養保安林 定特１＝国定公園第１種特別地域

土 流＝土砂流出防備保安林 定特２＝国定公園第２種特別地域

土 崩＝土砂崩壊防備保安林 定特３＝国定公園第３種特別地域

飛 砂＝飛砂防備保安林 県環特＝県自然環境保全地域特別地区

干 害＝干害防備保安林 鳥保特＝鳥獣保護区特別保護地区

なだれ＝なだれ防止保安林 史 跡＝史跡名勝天然記念物

保 健＝保健保安林 風致地＝都市計画法に基づく風致地区

砂 指＝砂防指定地

注２ ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（小）小友財産区

（鳥）鳥海町（現：由利本荘市）

（矢）矢島町（現：由利本荘市）

（象）象潟町（現：にかほ市）

（仁）仁賀保町（現：にかほ市）
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別紙１ 保安林の指定施業要件

事 項 基 準

伐採の方法 １ 主伐に係るもの

(1) 水源のかん養又は風害、干害若しくは霧害の防備をその指定の目的と

する保安林にあっては、原則として、伐採種の指定をしない。

(2) 土砂の流出の防備、土砂の崩壊の防備、飛砂の防備、水害、潮害若し

くは雪害の防備、魚つき、航行の目標の保存、公衆の保健又は名所若し

くは旧跡の風致の保存をその指定の目的とする保安林にあっては原則と

して、択伐による。

(3) なだれ若しくは落石の危険の防止若しくは火災の防備をその指定の目

的とする保安林又は保安施設地区内の森林にあっては、原則として伐採

を禁止する。

(4) 伐採の禁止を受けない森林につき伐採をすることができる立木は、原

則として、標準伐期齢以上のものとする。

２ 間伐に係るもの

(1) 主伐に係る伐採の禁止を受けない森林にあっては、伐採をすることが

できる箇所は、原則として、省令が定めるところにより算出される樹冠

疎密度が10分の８以上の箇所とする。

(2) 主伐に係る伐採の禁止を受ける森林にあっては、原則として、伐採を

禁止する。

伐採の限度 １ 主伐に係るもの

(1) 同一の単位とされる保安林等において伐採年度ごとに皆伐による伐採

をすることができる面積の合計は、原則として、当該同一の単位とされ

る保安林等のうちこれに係る伐採の方法として択伐が指定されている森

林及び主伐に係る伐採の禁止を受けている森林以外のものの面積の合計

に相当する数を、省令で定めるところにより、当該指定の目的を達成す

るため相当と認められる樹種につき当該指定施業要件を定める者が標準

伐期齢を基準として定める伐期齢に相当する数で除して得た数に相当す

る面積をこえないものとする。

(2) 地形、気象、土壌等の状況等により特に保安機能の維持又は強化を図

る必要がある森林については、伐採年度ごとに皆伐による伐採をするこ

とができる１箇所当たりの面積の限度は、省令で定めるところによりそ

の保安機能の維持又は強化を図る必要の程度に応じ当該指定施業要件を

定める者が指定する面積とする。

(3) 風害又は霧害の防備をその指定の目的とする保安林における皆伐によ

る伐採は、原則として、その保安林のうちその立木の全部又は相当部分

がおおむね標準伐期齢以上である部分が幅20メートル以上にわたり帯状

に残存することとなるようにするものとする。
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事 項 基 準

伐採の限度 (4) 伐採年度ごとに択伐による伐採をすることができる立木の材積は、原

則として、当該伐採年度の初日におけるその森林の立木の材積に相当す

る数に省令で定めるところにより算出される択伐率を乗じて得た数に相

当する材積をこえないものとする。

２ 間伐に係るもの

伐採年度ごとに伐採をすることができる立木の材積は、原則として、当

該伐採年度の初日におけるその森林の立木の材積の10分の3.5を超えず、か

つ、その伐採によりその森林に係る第１号(2)イの樹冠疎密度が10分の８を

下ったとしても当該伐採年度の翌伐採年度の初日から起算しておおむね５

年後においてその森林の当該樹冠疎密度が10分の８以上に回復することが

確実であると認められる範囲内の材積をこえないものとする。

植 栽 １ 方法に係るもの

満１年以上の苗を、おおむね、１ヘクタール当たり伐採跡地につき的確

な更新を図るため必要なものとして農林水産省令で定める植栽本数以上の

割合で均等に分布するように植栽するものとする。

2 期間に係るもの

伐採が終了した日を含む伐採年度の翌伐採年度の初日から起算して２年

以内に植栽するものとする。

３ 樹種に係るもの

保安機能の維持又は強化を図り、かつ、経済的利用に資することができ

る樹種として指定施業要件を定める者が指定する樹種を植栽するものとす

る。
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別紙２ 自然公園における施業の方法

区 分 施 業 の 方 法

特 別 森林の施業に関する制限について、環境大臣はそれぞれの地区につき農林水

保護地区 産大臣と協議して定めるものとする。

第１種 １ 禁伐とする。ただし、風致維持に支障のない場合に限り、単木択伐法を行

特別地域 うことができる。

２ 単木択伐法は次の規定により行う。

(1) 伐期齢は、標準伐期齢に見合う年齢に10年以上を加えて決定する。

(2) 択伐率は現在蓄積の10％以内とする。

第２種 １ 択伐法によるものとする。ただし、風致の維持に支障のない限り、皆伐法

特別地域 によることができる。

２ 公園計画に基づく車道、歩道、集団施設地区及び単独施設の周辺（造林地、

要改良林分、薪炭林を除く。）は、原則として単木択伐法によるものとする。

３ 伐期齢は、標準伐期齢に見合う年齢以上とする。

４ 択伐率は用材林においては、現在蓄積の30％以内とし、薪炭林においては

60％以内とする。

５ 伐採及び更新に際し、特に風致上必要と認める場合は環境省自然環境局長

及び県知事は、伐区、樹種、林型の変更を要望することができる。

６ 特に指定した風致樹については、保育及び保護に努めること。

７ 皆伐法による場合、その伐区は次のとおりとする。

(1) １伐区の面積は２ヘクタール以内とする。ただし、疎密度３より多く保

残木を残す場合又は車道、歩道、集団施設地区、単独施設等の主要公園利

用地点から望見されない場合は、伐区面積を増大することができる。

(2) 伐区は、更新後５年以上を経過しなければ連続して設定することはでき

ない。この場合においても、伐区は努めて分散させなければならない。

第３種 全般的な風致の維持を考慮して施業を実施し、特に施業の制限を受けないも

特別地域 のとする。

別紙３ 砂防指定地等の施業方法

区 分 施 業 の 方 法

砂防指定地 県条例で定めるところによる。

県自然環境保全地域 「秋田県自然環境保全条例」（昭和48年３月30日秋田県条例第23号）

特別地区 で定めるところによる。

鳥獣保護区 「鳥獣保護区内の森林施業について」（昭和39年１月17日38林野計

特別保護地区 第1043号）による。

史跡名勝天然記念物 「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）で定めるところによる。

都市計画法に基づく 「都市計画法」（昭和43年６月15日法律第100号）で定めるところに

風致地区 よる。
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